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県議会報告茨
城

今
議
会
で
橋
本
知
事
は
、
県
立
こ

ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
を
民
営
化

し
、
移
転
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
大
内
県
議
は
、

障
害
児
の
診
療
や
療
育
、
機
能
訓
練

を
担
う
、
専
門
の
医
師
や
理
学
療
法

士
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
民

間
運
営
で
は
困
難
と
指
摘
。
「
外
来

診
療
は
年
間
１
万
２
千
人
お
り
、
長

い
間
継
続
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
べ
、
「
県
立
施
設
と
し

て
充
実
さ
せ
る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し

た
。
橋
本
知
事
は
「
施
設
整
備
と
運

営
面
に
お
い
て
支
援
管
理
を
お
こ
な

っ
て
い
く
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

現
在
、
隣
接
の
水
戸
養
護
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
移
転
先
は
、
茨
城
町
の
「
桜
の

郷
」
整
備
事
業
の
売
れ
残
り
開
発
用

　

こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
民

営
化
の
方
針
が
出
さ
れ
、
私
は
認
め

ら
れ
な
い
、
県
立
で
充
実
す
べ
き
、

と
知
事
に
強
く
迫
り
ま
し
た
。

　

我
が
子
が
障
害
を
も
っ
て
産
ま
れ

た
時
、
障
害
が
あ
る
と
親
が
知
っ
た

時
、
親
は
自
分
を
責
め
、
現
実
と
向

き
合
い
、
子
ど
も
と
ど
う
生
き
て
い

く
の
か
、
悩
み
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
児
童
相
談
所
に

行
き
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ

れ
、
治
療
や
訓
練
を
う
け
、
親
も
子

ど
も
も
生
き
て
い
く
希
望
が
見
え
て

く
る
の
で
す
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
、
県
立
医
療
大

学
附
属
病
院
、
水
戸
養
護
学
校
、
県

立
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
連
携
・
協
力

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
障
害
を
も

つ
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
県
の
役
割

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

県
立
施
設
を
民
営
化
す

れ
ば
、
県
職
員
を
減
ら

し
、
県
の
支
出
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

間
違
っ
た
「
行
革
」
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　

専
門
の
人
材
確
保
と
養
成
こ
そ

が
、
県
民
の
財
産
で
す
。

　

開
発
の
ツ
ケ
を
、
障
害
を
も
つ
子

ど
も
に
ま
で
押
し
付
け
て
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
を
大
切
に
し
な

い
県
政
は
、
生
活
大
県
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

　

民
営
化
を
や
め
さ
せ
、
子
ど
も
を

守
る
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

県
議
会
議
員
　
大
内
久
美
子

第1回定例会特集
2月25日～3月23日

民営化が計画されている「県立こども福祉
医療センター」（水戸市吉沢町）

　

県
は
老
朽
化
な
ど
を
理
由
に
県
営

住
宅
１
万
３
０
０
０
戸
の
う
ち
18
団

地
６
３
４
戸
の
廃
止
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
水
戸
市
内
で
廃
止
対
象
に

な
っ
て
い
る
県
営
西
原
、
釜
神
ア

パ
ー
ト
に
は
多
く
の
高
齢
者
が
入
居

し
、
廃
止
計
画
の
撤
回
と
建
て
替
え

を
求
め
る
陳
情
書
を
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

大
内
県
議
は
こ
の
10
年
間
に
県
営

住
宅
の
建
設
費
を
６
割
削
減
し
、
建

設
戸
数
も
５
分
の
１
に
減
ら
し
て
き

た
こ
と
を
指
摘
。
入
居
希
望
者
は
増

え
て
お
り
、
積
極
的
な
増
設
・
建
て

替
え
計
画
を
求
め
ま
し
た
。
地
元
業

者
が
受
注
で
き
る
公
共
事
業
で
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

土
木
部
長
は
「
今
後
、
周
辺
道
路

の
整
備
や
土
地
利
用
の
状
況
で
新
た

な
変
化
が
あ
れ
ば
、
見
直
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

県
営
住
宅

県
「
見
直
し
も
あ
る
」

廃
止
計
画
撤
回
を

廃
止
計
画
撤
回
を

県
立
で
充
実
す
べ
き
で
す

県
立
で
充
実
す
べ
き
で
す

こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
民
営
化
計
画

地
で
す
。

大
内
県
議
は
「
障
害
の
重
い
子
ど

も
た
ち
が
学
校
か
ら
７
キ
ロ
離
れ
た

と
こ
ろ
に
訓
練
・
治
療
に
通
う
こ
と

に
な
る
。
『
桜
の
郷
』
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
」
と
の
べ
、
現
在
地
に
隣
接
す

大
内
県
議
は
、
子
ど
も
と
障
害
者

施
設
の
建
て
替
え
を
後
回
し
に
し
て

き
た
県
の
姿
勢
を
批
判
。
早
急
な
建

て
替
え
計
画
を
求
め
ま
し
た
。

橋
本
知
事
は
、
計
画
を
示
さ
ず
、

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度

ま
で
に
完
了
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

県
立
福
祉
施
設
の
老
朽
化

早
急
な
建
て
替
え
を

県
立
福
祉
施
設
の
老
朽
化

早
急
な
建
て
替
え
を

移
転
先
は
７
キ
ロ
先
の

「
桜
の
郷
」開
発
用
地

移
転
先
は
７
キ
ロ
先
の

「
桜
の
郷
」開
発
用
地

中央児童相談所一時保護所
こども福祉医療センター
婦人相談所一時保護所
筑西児童相談所
リハビリテーションセンター
茨城学園（本館）
あすなろの郷
県立母子の家
県立こどもの城

５１年
５０年
４４年
４５年
４２年
４０年
３７年
３１年
２９年

子
ど
も
を
守
る
運
動
を

広域連合に保険料値上げ中止を申し入
れる大内県議と党水戸市議団（１月）

４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、東
京
や
千
葉
な
ど
全
国
24
都
道
府
県
が

値
上
げ
す
る
な
か
で
、茨
城
は
据
え
置
き
ま

し
た
。約
32
億
円
の
基
金
積
立
金
を
取
り
崩

し
て
値
上
げ
を
抑
え
た
も
の
。１
人
平
均
の

保
険
料
は
年
４
万
６
９
９
２
円
で
す
。

県
内
の
高
齢
者
団
体
な
ど
が
署
名
を
添

え
て
値
上
げ
中
止
の
請
願
を
提
出
し
ま
し

た
。日
本
共
産
党
県
議
団
や
市
町
村
議
員
も

県
や
広
域
連
合
に
３
回
に
わ
た
り
値
上
げ

し
な
い
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

県立社会福祉施設の築年数

県営住宅建設事業の推移
40億円

208戸

165戸

40戸

28億円

事 業 費

建設戸数

2001 2005 2010

16億円

署
名
運
動
実
る

署
名
運
動
実
る

値
上
げ
中
止
の

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料 

保
険
料 

据
え
置
き

県
内
唯
一
の
障
害
児
専
門
療
育
機
関

県
内
唯
一
の
障
害
児
専
門
療
育
機
関

る
県
有
地
へ
の
建
設
を
強
く
求
め
ま

し
た
。



　

高
い
水
道
料
金
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
県
広

域
水
道
事
業
の
08
年
度
決
算
は
26
億
円
の
大
幅
黒
字
で

す
。
と
く
に
県
南
広
域
水
道

は
14
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
黒
字
分

を
活
用
し
水
道
料
金
の
値
下

げ
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た

八
ッ
場
、
湯
西
川
ダ
ム
な
ど

過
大
な
水
開
発
が
水
道
料

金
を
高
く
し
て
い
る
と
し
て
、

中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

鳩
山
政
権
の「
戸
別
所
得
補
償
」は
、全
国
一
律
で
所
得

補
償
水
準
が
低
く
、
関
係
者
な
ど
か
ら
批
判
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
生
産
費
を
下
回
っ
た
場

合
に
不
足
分
を
補
う
価
格
保
障
制
度
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、
私
立

高
校
生
に
は
「
就
学
支
援
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

額
は
県
立
と
同
額
の
11
万
８
８
０
０
円
で
、
世
帯
年
収

に
よ
っ
て
１
・
５
倍
か
ら
２
倍
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
県
の
私
立
高
校
の
授
業
料
は
施
設
設
備

費
を
含
め
て
年
額
45
万
円
で
す
。
県
立
と
の
格
差
は
埋

め
ら
れ
ず
、
大
き
な
負
担
が
残
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
立
場

か
ら
、
公
私
格

差
の
是
正
に
む

け
て
さ
ら
な
る

支
援
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
授

業
料
減
免
予
算

の
減
額
を
批
判
。

減
免
制
度
の
拡

充
を
求
め
ま
し

た
。

第１回定例会での各会派の態度

◆2010年度予算／09年度最終
補正予算

◆国民健康保険の改善を求める
意見書

◆子どもの医療費無料制度の創
設を求める意見書

◆米価下落に歯止めをかけ、再
生産できる米価を求める請願

○…賛成 ●…反対

主な議案・意見書・請願 自民 民主 公明 共産 無所属

○

●

●

●

自民・
県政ク

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

●

●

○

○

○

○

●

●

●

子ども医療費助成、小３までに

　子どもの医療費助成が現行の就学前
から小学３年生まで拡大されます。適用
は10月から。しかし、全国で最もきびしい
所得制限のため３割は受けられません。
自己負担・所得制限の撤廃は子育て世
代の強い願いです。

少人数学級が拡大

　現行の少人数学級は、小学１、２年生
で35人、３クラス以上の場合、１クラス増
やします。新年度から小学４年までと中学
１年に拡大します。２クラス以下は非常勤
講師１名を加配する不十分なものです。

県西地区に養護学校

　県西地区への養護学校新設の予算が
計上されました。「古河・猿島地域に養護
学校を」という地元関係者の運動が実り
ました。設置場所は境町の県立境西高
校跡地。全体事業費は約７億円で、
2012年度開校予定です。

県西広域水道が値下げ

　筑西市など13市町に給水している県
西広域水道の基本料金が値下げされま
す。基本水量１㎥につき現行1,950円を
1,850円に改定し、軽減額は約１億円で
す。13市町長が連名で値下げを要望し、
日本共産党も要請してきました。

私学助成の拡充を請願する私学の父母、教職員ら。
大内、山中両県議が同席（09年12月５日、県議会）

水道料金の値下げを申し入れる日本共産党
議員ら（１月23日、県議会）

暮
ら
し
支
援
の
県
政
へ
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
が
提
案

新
年
度
予
算

　

新
年
度
県
予
算
は
、
総
額
１
兆
７
５

３
億
円
で
す
。
予
算
で
優
先
し
た
の
は

開
発
用
地
の
売
れ
残
り
（
１
５
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
で
抱
え
た
借
金
（
４
４
０

０
億
円
）
の
後
始
末
で
し
た
。

　

住
宅
供
給
・
開
発
・
土
地
開
発
の
３

公
社
の
破
た
ん
処
理
の
補
助
金
は
、
06

年
か
ら
４
年
間
で
５
０
７
億
円
、
新
年

度
は
１
１
８
億
円
で
す
。
さ
ら
に
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
開
発
や
阿
見

吉
原
開
発
、
常
陸
那
珂
港
建
設
、
ダ
ム

建
設
な
ど
大
型
開
発
推
進
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　　

日
本
共
産
党
は
、
深
刻
な
不
況
の
も

と
、
新
年
度
予
算
に
求
め
ら
れ
た
の
は

県
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
、
雇
用
を
ま
も

る
こ
と
だ
っ
た
と
指
摘
し
、
「
破
た
ん

し
て
い
る
開
発
行
政
か
ら
脱
却
を
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
日
本
共
産
党
以
外

の
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
の
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
空
港
は
、
航
空
自
衛
隊
百
里

基
地
と
の
共
用
化
事
業
で
す
。
自
衛

隊
滑
走
路
の
嵩
上
げ
補
強
工
事
や
新

管
制
塔
の
建
設
は
、
県
民
負
担
の
共

用
化
事
業
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
自
衛
隊
滑
走
路

が
補
強
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
米
共
同

訓
練
が
大
規
模
化
さ
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
知
事
は
日
米
共
同
訓
練

の
中
止
と
自
衛
隊
訓
練
の
縮
小
こ
そ

国
に
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　

茨
城
空
港
は
３
月
11
日
開
港
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
一
般
質
問
で
、

5
5
0
億
円
も
投
入
し
て
韓
国
便
1

往
復
だ
け
。
「
１
日
12
往
復
、
24
便

の
国
内
便
需
要
予
測
は
欺
瞞
だ
っ

た
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
就
航
対
策
な
ど
９
億

７
０
０
０
万
円
も
計
上
し
て
お
り
、

「
こ
れ
以
上
、
税
金
投
入
を
す
べ

き
で
な
い
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

破
た
ん

県内平和団体の人たちと日米共同訓練中止を申し
入れる（左から）山中、大内両県議（１月29日、百里
基地正門前）

県民の運動が
実りました
県民の運動が
実りました

自
民
、
民
主
、
公
明
の

賛
成
で
可
決

税
金
投
入

３
公
社

開
発
優
先
か
ら
脱
却
をに

茨城空港

自
衛
隊
滑
走
路
の
補
強
で

日
米
共
同
訓
練
が
大
規
模
化

自
衛
隊
滑
走
路
の
補
強
で

日
米
共
同
訓
練
が
大
規
模
化

公
立
高
校
は
授
業
料
無
償
化

私
立
高
校
生
の
負
担
軽
減
を

大
幅
黒
字
を
還
元
し
て

県
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

安
心
し
て
米
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に

生
産
費
に
見
合
う
価
格
保
障
を

開
港
後
も

９
億
７
千
万
円
を
予
算
化

共
産
党
が
主
張
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